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高空に、映える天守閣を望み、しみじみと新「丸亀市」誕生の喜びをかみしめており
ます。
今年3月、新「丸亀市」が誕生いたしました。昨日、ここ丸亀市民会館において、新市

誕生記念式典を開催し、また、本日、記念コンサートを開催できますことは、市長とし

てこの上ない喜びであります。
丸亀市にゆかりのある三善先生に、縁ある四国・丸亀を思い起こしていただき、丸

亀に伝承されている「塩飽盆踊歌」をオーケストラ曲に編曲し誕生したのが「丸亀讚

歌」です。
先生の芸術に対するひたむきな姿勢が、様々な効果を生み、先生が想いを込めて素

晴らしい作品に仕上げられましたことに心から感謝し、お礼申し上げます。
新「丸亀市」が誕生を機に、新しい文化の創造を目指し、今後も歴史と文化の香るま

ちとして、ますます表情豊かなまちに変貌を遂げていくものと確信しております。

本日のコンサートを契機に「丸亀讃歌」が郷土に根付き、文化振興の輪がますます

広がりますことを祈念し、市民の皆さまと新市誕生をお祝いいたしますとともに、

今後ともご支援ご協力をたまわりますようお願い申し上げます。

待望の「丸亀讃歌」ができました。新「丸亀市」の誕生を祝 う曲ですこ

もう5年程前から、格調の高い芸術性豊かな、そして市民に親 しまれ愛される名曲

があればいいのに、という夢が市民の間で語 り合われておりましたcそ れも作曲は三

善晃先生にしていただきたい、という贅沢な願いを籠めての構想でした。音楽界の雲

上人ですから、願いが叶うのは不可能に近 く、一向、時間をか |す て待つことにしまし

たら、5年余の歳月が、夢を形にして くれました。これは市民の熱意 と猪熊弦一郎画伯

のご縁や三善先生の本籍が丸亀市だということでしょうか3か くして「丸亀讃歌」は

生まれたのです。
丸亀シティフィルの皆さんにとっても欣快の作品 と言えましょう3う れしいこと

です。
今日は、「丸亀讃歌」をご披露しますと共に、三善先生の作品を主 とした演奏会にし

ております。出演者も新丸亀市に相応しい人たちばか りです
=

この丸亀文化の香 りを日本中に届けたいものですc本 日は、あ |〕 がとうございますこ

文化芸術の秋に、新丸亀市誕生記念コンサー トが「丸亀讃歌」と銘打って開催される

ことになりました。真に時宜を得たイベントであると思われます。これに参加するそ

れぞれのグループには強烈な個性があり魅力があります。

丸亀市民吹奏楽団には二十数年の歴史があり、名実 ともに他を圧する実力があり

ます。綾歌吹奏楽団にも十年近いキャリアがあり、地域に於いて華々しく活躍を続け

てきています。丸亀市少年少女合唱団は市民会館を拠点とする合唱団で、一昨年の文

化協会主催の由紀さおり0安田祥子コンサー トにも賛助出演されましたが、このコン

サー トにはグレードの高い力を持っていないと、アオイスタジオ (株)が参加を容認し

ないと言う権威のあるコンサー トに共演できたことで、その実力は実証されておりま

す。また、丸亀シティフィルハーモニックオーケス トラも新進気鋭の集団で将来を嘱

望されています。
今回参加出演されるグループはそれぞれの個性 と実力を遺憾なく発揮されて、市民

に大きな希望 と期待を持たせるもので真に意義があり、確信をもって推挙致します。

願わ くは盛会裡に終始することを望み賛辞 と致します。
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(メ ロディは1番の歌詞によるもので2、 3番 は少し異な ります )
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